
資料番号 タイトル 著者／作他

20027595 異種最強王図鑑 健部　伸明

20027596 つかめ！理科ダマン　１１ シン・テフン

20027597 つかめ！理科ダマン　１２ シン・テフン

20027598 ノラネコぐんだんこんにちは 工藤　ノリコ

20027599 ぶたくんのねむくないねむくない ふくだ　じゅんこ

20027600 しりとりしましょ！ さいとう　しのぶ

20027601 パンどろぼう　おにぎりぼうやのたびだち 柴田　ケイコ

20027602 パンどろぼうとさすらいラーメン 柴田　ケイコ

20027603 ウルトラマンみ～つけた！ＤＸ 宮尾　るり
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情報コーナーだより

１１月新着図書

のご案内

児童書

PICK UP

シンとグゥが自分たちでプログラミングをした恐竜ロボットで世界大会の予選に出場することに！

個性的で強力なライバルたちを破り、勝利をつかむことができるのか！？

ロボットやプログラミングのほかにも、「恐竜」「人体」「植物」「身近なモノ」など子ども達が気になる

１９の疑問が楽しくわかります。

つかめ！理科ダマン１１

ぶたくんのねむくないねむくない

パンどろぼうとさすらいラーメン

ぼく、ぜんぜんねむくない！ウキウキ元気いっぱい、まだまだ遊びたいぶたくんは、動物さんたちを誘います。

なかなか相手が見つからないでいると、「ぼく遊べるよ」と声をかけてくれたのは、ふくろうくんです。

よーいドン！と追いかけっこが始まって・・・。さてさて、追いかけっこの末のぶたくんは・・・？

とっても寒い“ぶるぶるじま”にやってきたパンどろぼう。できたてのパンをふるまおうとパン作りを

はじめますが、窯の扉をあけようとした、その瞬間・・・ ＼＼＼ボフ――ン／／／

パンが作れずこまっているところへさっそうと現れたのは、いったい、誰――？

ほかほかのパンとあつあつのラーメンが織りなす、熱血ハートフルストーリー開幕！

お昼寝やおやすみ前の読み聞かせにもおすすめですよ！



資料番号 タイトル 著者/編集人

20027604 進化がスゴイ！公園本 平野　学

20027605 月がきれいな夜に、誰かに思い出してほしかった 川代　紗生

20027606 ギャルにひかれて寺マルシェ 宮島　未奈

20027607 ハヤブサ消防団　森へつづく道 池井戸　潤

20027608 少年ＡＢＣの完璧な選択 結城　真一郎

20027609 残火 辻堂　ゆめ

20027610 ファイア・ドーム　上 辻村　深月

20027611 ファイア・ドーム　下　 辻村　深月

20027612 ８０代になるとたいていボケるか死ぬ。７０代は神様から与えられた特別な時間 林　真理子

20027613 買わない生活 稲垣　えみ子

PICK UP

一般書

いいしゅ異種

休館日 １１/２１日（土）

利用時間：９時～２１時

（貸出、受付等は２０時３０分まで）
本・雑誌ー７冊

貸出期間は２週間
ＤＶＤー２枚

貸出

カード１枚で新着の貸出・予約は各１冊です

【発行】西大寺ふれあいセンター

４階 情報コーナー

直通TEL（086）944-1820

代表TEL（086）944-1800          

桃子が働いているのは、三軒茶屋の小さな喫茶店、「雨宿り」。ここでは、毎週金曜夜十時、"元カレごはん

埋葬委員会"が開かれる。 失恋相手との思い出のごはんが作れなくなった人たちが、その恋を「埋葬」する

ために集まる場所だ。 思い出の料理をつくって共に食べるうち、桃子は気づいていく。

誰かに選ばれないからと言って、足りてない人間なわけではない、と。迷った心が帰る場所は、ここにある。

月がきれいな夜に、誰かに思い出してほしかった

いつも、二番目。私を一番に思ってくれる人は、誰もいない。

残火

少年ABCの完璧な選択

2025年8月、朝。とある誘拐事件が日本全土を震撼させた。あの夏の真犯人は名乗り出よ、さもなくば

諸君らの大切な ‶方舟ちゃん″ の命を頂戴する──。 それは、かつて法の死角を突く鬼手で完全犯罪を

成し遂げた三少年に対する宣戦布告だった。あの頃は失うものなんてなにもなかった、だけどいまは──。

15年の時を経て、再び究極の選択を迫られる3人。

少年３人、全員犯人。完全犯罪 のはずだった。

守るべきは、今の家族か。命懸けの約束か。

「殺人事件の加害者家族と被害者遺族──

一つ選べと言われたら、あなたはどちらになりたいですか？」

14年前に起きた産院放火殺人事件。その被害者遺族３名を誘拐したのは、

加害者家族──犯人の息子だった。 刑事らが辿り着いた慟哭の真相とは。

読者メーター読みたい本ランキング第１位

共感とおいしさのつまった、なんども読みたくなる１冊です。


